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元気な風がふくまちなかま

未
来
を
変
え
る

私
た
ち
の「
一
票
」

公職選挙法の一部改正に
より、満 18 歳以上満 20
歳未満の人が新たに投票
できるようになります。
若者に与えられた権利と
義務。これからの日本を
決めるあなたの「１票」
について、家族や友人と
話し合ってみませんか。
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なかまでつなごう市民リレー

　刻字とは、文字を美的に刻すことで、木材などを素材にします。一般的な
書道とは異なり、立体的な作品になります。また、色をつけることで、作品の
表現に幅を出すことができるのが最大の魅力です。
　刻字と出会ったのは、書道を始めて25年以上が経ってからでした。高校
生のころに書道を習い始め、楷書、行書、草書など書道の基礎を学びました。
その後、三

み や け

宅梵
ぼん

先生と出会ったことで、刻字に魅了されていきました。
　今では、個展を開催したり作品展に参加したりするなど、活動を広げてい
ます。作品展を通じて出会う芸術家さんはとても刺激的で、今ではその出会
いが１番の楽しみです。「ジャンルを越えたコラボレーションもしてみよう」な
どと、話が弾むこともしばしば。今後も楽しみながら制作をしていきたいです。
　また、ご縁をいただき「弘

こうせい
星書道倶楽部」という書道教室を開いています。

漢字、仮名だけではなく、刻字はもちろん篆
てんこく
刻、表

ひょうそう
装なども指導できます。

今は、対応に限りがありますが、興味がある人はお尋ねください。
宇野携帯　☎０８０（１９４８）９３３２ 宇

う の

野　春
しゅんちょう

鳥（星
せいが

河）さん（扇ヶ浦四丁目・51歳）

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリと輝く
中間市民を紹介します。

「刻字」に魅せられて

雅号

夏休み親子
ふれあい教室

presented by 中央公民館

☎（２４６）２３２１・ＦＡＸ（２４６）０２７７

○メール…

　kouminkan@city.nakama.lg.jp

　希望する教室名、住所（郵便番号）、氏名（ふりが
な）、学年（学校名）、保護者氏名（ふりがな）連絡先
を記入して、往復はがきまたはＦＡＸ、メールで申
し込んでください。
※応募者多数の場合は抽選を行います。
●申込締切　７月４日月
●�申込・問合先　中央公民館
　（〒809‐0014蓮花寺三丁目１‐１）

集まれ昆虫キッズ
昆虫の勉強をした後、採集から標本箱
作りまでを行います。

●�時 間
○�室内学習…10時～正午
○�現地学習…９時～15時
●�集合場所　中央公民館
●�講 師　赤松徹生さん（森林インストラクター）
●�対象・定員　小学生とその保護者・10組
●�参加料　500円程度（交通費）

楽しい親子陶芸教室
●期日
　７月26日火
　８月　２日火
　　　　９日火
　　　23日火

はにわや風鈴、スープカップ、
写真立てなどを作ります。親子
で思い出の作品を作りましょう。

●�時 間　９時～11時
●�場 所　市民図書館裏「陶芸室」
●�講 師　大吉健次さんほか
●�対象・定員　小学生とその保護者・13組
●�参加料　１人800円
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●期日
○��室内学習…
　７月22日金
　　　27日水
　８月22日月
○�現地学習…
　７月25日月
　　　26日火

子ども料理教室

食育の大切さを子ども自身が楽しく
学べます。

●�時 間　９時30分～12時 30分
●�場 所　中央公民館「２階調理実習室」
●�講 師　中島美和子さんほか６人（中間市食生活改善推
進委員会）
●�対象・定員　小学１年生～６年生の児童・各班30人（合
計60人）
●参 加 料　1,200円

●期日
○�Ａ班…
　８月　３日水
　　　10日水
　　　17日水
○�Ｂ班…
　８月　４日木
　　　12日金
　　　18日木
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５ 課税課トピックス

３ 夏休み親子ふれあい教室

子ども探検隊

●�期日・行先
○�７月29日金…
関門海峡海上
交通センター
○�８月５日金…日
本銀行福岡支店
○�８月19日金…
福岡市民防災
センター

親子でいろいろな所を探検して
感動を分かち合いましょう。

●�時 間　８時～13時
※行先によって異なる場合があります。
●�集合場所　中央公民館
●��対象・定員　小学４年生～６年生の児童とその保護
者・10組 20人
●参加料　１人400円程度

昨年、探検隊が訪れた日本耐酸壜工業 ( 株 )
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●問合先　市民課　☎（２４６）６２３９

閲覧年月日 請求者または申出者の名称および管理者名 請求事由または利用目的の概要 閲覧にかかる住民の範囲

平成 27年６月11日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 「家計消費状況調査」実施のための対
象者抽出

小田ヶ浦１～２丁目、中尾３丁目　16歳以
上の男女

平成 27 年７月 28 日 独立行政法人　労働政策研究・研修機構理
事長

「男女の職業キャリアと生活に関する
調査」実施のための対象者抽出

土手ノ内１丁目　昭和３６年１月１日か
ら昭和６０年１２月３１日生の男女

平成 27 年７月 28 日 国土交通省九州地方整備局遠賀川河川事務
所長

「遠賀川総合水系環境整備事業に関す
るアンケート調査」実施のための対象
者抽出

全域　２０歳以上７９歳以下の男女

平成 27 年 10 月２日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 「家計消費状況調査」実施のための対
象者抽出 土手ノ内３丁目　16歳以上の男女

平成 28 年１月 27 日 総務省情報通信国際戦略局長 「通信利用動向調査における世帯対象
調査」実施のための対象者抽出

池田１～２丁目、大字上底井野、中鶴１
～４丁目、弥生１～２丁目　20歳以上
の男女

平成 28 年２月５日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 「家計消費状況調査」実施のための対
象者抽出

土手ノ内１～２丁目、大字上底井野、、
大字下大隅　16歳以上の男女

　住民基本台帳の一部の写しの閲覧について、住民基本台帳法（以下
「法」という）第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項ならびに住民基
本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第
３条の規定に基づき、平成 27 年度の実施状況を次のとおり公表します。

平成 27 年度の

住民基本台帳の閲覧状況
■法第11条関係（国または地方公共団体の機関の請求による閲覧）

■法第11条の２関係（個人または法人の申し出による閲覧）
閲覧年月日 請求者または申出者の名称および管理者名 請求事由または利用目的の概要 閲覧にかかる住民の範囲

平成 27 年６月24日 日本銀行情報サービス局長 「生活意識に関するアンケート調査」
実施のための対象者抽出

中鶴２～４丁目、岩瀬西町　20歳以上
の男女

平成 27 年 10 月６日 ＮＨＫ報道局選挙プロジェクト事務局長
「18歳選挙権に関する（政治と社会に
関する）若者意識調査」実施のための
対象者抽出

朝霧２～５丁目、扇ヶ浦１～４丁目、
中央１～５丁目　18・19歳の男女

平成 27 年 11月５日 ＮＨＫ放送文化研究所世論調査部長 「防災とエネルギーに関する世論調
査」実施のための対象者抽出 通谷２丁目　16歳以上の男女

平成27年12月25日 日本たばこ産業 (株 )たばこ事業本部マーケ
ティング戦略部長

「全国たばこ喫煙者率調査」実施のた
めの対象者抽出

中央１丁目　大正15年５月１日から平成
８年４月３０日生の男女

平成 28 年２月 23日 日本銀行情報サービス局長 「生活意識に関するアンケート調査」
実施のための対象者抽出 中央１～２丁目　20歳以上の男女

■休日窓口受付件数　（単位：件）
　仕事などで平日に転入や転出などの
手続きができない人のために、３月 27
日日と４月３日日の午前９時から正午
まで、休日窓口を開設しました。受付
件数は次のとおりです。来年も同様に、
３月の最終日曜日と４月の第１日曜日
の９時から正午まで、開設する予定で
す。 

結果を公表します

休日窓口の
利用状況

開設窓口 業務内容 ３月 27日 ４月 3日

市民課

住民異動届（転入、転出、転居など） 4 5
印鑑登録証明 5 2
諸証明発行 5 2
戸籍届 1 0
国民年金加入手続 0 1
国民年金免除申請 0 1

健康増進課
国民健康保険 6 4
後期高齢者医療 0 0
乳幼児・児童医療証 3 0

福祉支援課 障害者手帳の更新手続き 2 2
福祉タクシー利用券の発行 0 0

こども未来課 児童手当申請 2 2
児童扶養手当申請 0 0

環境保全課 し尿収集異動届（転入、転出、転居など） 0 0

収納課・課税課 納税 4 3
諸証明発行 6 0

学校教育課
就学手続き 2 1
校区外・区域外通学申請 1 0
入学通知書交付（小・中学校新１年生） 0 0

合計 41 23

市民課
トピックス

医療給付費分 後期高齢者
支援金分

平成27年度 52万円 17万円

平成28年度 54万円 19万円

■表１　国民健康保険税の最高限度額

７割軽減 ５割軽減 ２割軽減

平成27年度 33万円
33万円＋
26万円×（被保険者数＋
特定同一世帯所属者数）

33万円＋
47万円×（被保険者数＋
特定同一世帯所属者数）

平成28年度 33万円
33万円＋
26.5万円×（被保険者数
＋特定同一世帯所属者数）

33万円＋
48万円×（被保険者数＋
特定同一世帯所属者数）

■表２　国民健康保険税の均等割・平等割の軽減判定基準

※特定同一世帯とは…
　後期高齢者医療保険の対象者のうち次の全てに当てはまる人です。
○�後期高齢者医療保険に移行するまで国民健康保険の被保険者の資格がある人
○�そのときの国民健康保険の世帯主とそれ以後も同一世帯に属する人（当該
日に国民健康保険の世帯主であった人は、引き続き国民健康保険の
世帯主（擬制世帯主）である人）

国
保
の
納
税
通
知
書
、

届
き
ま
し
た
か
？

　

平
成
28
年
度
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
国
民
健
康
保
険
税

を
納
め
る
人
に
、
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
人
に
は
税
額
の
通
知
の
み
送
付
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

課税課
トピックス

減
免
理
由
に
「
所
得
激
減
」
が

追
加
さ
れ
ま
し
た

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
減

免
規
則
を
制
定
し
、
減
免
の
対
象

を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
平
成

28
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
に
減
免
規
定
に
つ
い

て
の
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
減
免
の
種
類

●
災
害
に
よ
る
減
免　
納
税
義
務

者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
そ
の

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
お
よ

び
そ
の
配
偶
者
が
所
有
す
る
住

宅
や
家
財
に
災
害
に
よ
る
損
害

が
生
じ
た
と
き

●
所
得
の
激
減
に
よ
る
減
免　
納

税
義
務
者
お
よ
び
そ
の
配
偶

者
、
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

400
万
円
以
下
で
、
病
気
や
障
害
、

失
業
、
廃
業
な
ど
に
よ
り
、
納

税
義
務
者
な
ど
の
本
年
中
の
見

込
所
得
額
の
合
計
額
が
激
減
す

る
と
き

●
旧
被
扶
養
者
に
係
る
減
免　
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
う
、

被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
医

療
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
旧

被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き

■
減
免
を
受
け
る
と
き
は
…

　

国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書

の
ほ
か
に
、
減
免
内
容
に
応
じ
た

必
要
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
送
付
し
た

納
税
通
知
書
や
税
額
の
通
知
に
同

封
し
て
い
る
手
紙
を
参
照
す
る
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
減
免
率
は
、
左
の
表
の
と
お
り

で
す
が
、
所
得
割
額
と
、
均
等
割

額
・
平
等
割
額
と
で
は
、
減
免
の

基
準
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

本年中の見込所得金額 減少比率 減免率

50万円以下
30％以上50％未満 80％
50％以上 100％

50万円を超え
100万円以下

30％以上50％未満 60％
50％以上 80％

100万円を超え
150万円以下

30％以上50％未満 40％
50％以上 60％

150万円を超え
200万円以下

30％以上50％未満 20％
50％以上 40％



7 Nakama City Public Relations 6広報なかま 6月 10日号

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。 中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

　

４
月
上
旬
に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）の
対
象

と
思
わ
れ
る
人
に
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
受
給
資
格
が
失
わ

れ
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
対
象
者
と
思
わ
れ
る
の
に
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
者　
平
成
27
年
度
の
臨
時

福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、
平

成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
人

※
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
締
切　
６
月
30
日
木
・
消
印
有
効

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）が
締
切
間
近

●
問
合
先　

臨
時
福
祉
給
付
金
室　
　

☎（
２
４
６
）６
２
２
８　

　

平
成
28
年
度
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
事
業
者
を
公
募

し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
公
募

要
項
を
参
照
し
、
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象
事
業

○
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護
…
１
か
所

※
一
体
型
・
連
携
型
ど
ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

○
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
…

１
か
所

○
地
域
密
着
型
通
所
介
護
…
３
か
所

●
対

象

○
法
人
で
あ
る
こ
と

○
３
年
以
上
の
介
護
保
険
事
業
運
営
の

実
績
が
あ
り
、
法
人
と
し
て
適
正
か
つ

安
定
し
た
経
営
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

○
土
地
・
建
物
は
自
己
所
有
ま
た
は
賃

貸
借
契
約
な
ど
で
長
期
間（
原
則
と
し

て
10
年
以
上
）確
実
に
確
保
で
き
る
事

業
者
で
あ
る
こ
と

●
事
業
実
施
年
度　
平
成
28
年
度（
原
則
）

●
申
込
締
切　
６
月
30
日
木

※
書
類
不
備
な
ど
で
受
理
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
質
問
は
℻
で
受
け
付
け
、質
問
の
あ
っ

た
事
業
者
に
対
し
、
℻
で
回
答
し
ま
す
。

　
℻（
２
４
４
）０
５
７
９

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
事
業
者
を
公
募

●
問
合
先　

介
護
保
険
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
８
３　

　
あ
ん
し
ん
見
守
り
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、

高
齢
者
が
緊
急
の
医
療
行
為
を
受
け
る

と
き
な
ど
に
必
要
な
情
報（
か
か
り
つ
け

医
、
持
病
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
）を
知
ら

せ
る
た
め
の
専
用
の
容
器
で
す
。
そ
の
容

器
を
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
救
急
隊
員
や

駆
け
付
け
た
人（
民
生
委
員
、
自
治
会
長
、

見
守
り
隊
な
ど
）が
、
日
ご
ろ
の
体
の
状

態
の
確
認
や
家
族
へ
の
連
絡
の
た
め
に
活

用
し
ま
す
。

●
対
象
者　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
、
配
布
を
希
望
す
る
人

※
日
中
の
時
間
帯
だ
け
当
て
は
ま
る
人

も
対
象
で
す
。

●
費

用　
無
料

●
申
込
方
法　
配
布
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

あ
ん
し
ん
見
守
り
情
報
キ
ッ
ト

●
問
合
先　

介
護
保
険
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
７
８　

底
井
野
校
区
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
始
ま
り
ま
す

●
問
合
先　

住
宅
都
市
交
通
対
策
課　

☎（
２
４
６
）６
１
５
５　

　

底
井
野
校
区
か
ら
市
東
部
へ
の
買
い

物
や
病
院
へ
の
通
院
を
目
的
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
、
10
月
上

旬
か
ら
行
う
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

５
人
乗
り
の
タ
ク
シ
ー
車
両
を
使
用
し

た
「
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
で
す
。

　

７
月
ご
ろ
、
底
井
野
校
区
の
各
自
治

会
公
民
館
で
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
利
用
方
法
説
明
会
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
、
日
常
生

活
の
移
動
手
段
と
し
て
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
概
要

●
運
行
コ
ー
ス

○
垣
生
・
下
大
隈
線
…
月
曜
・
水
曜
日

運
行

○
砂
山
・
底
井
野
線
…
火
曜
・
金
曜
日

運
行

※
年
末
年
始
、
お
盆
は
運
休
し
ま
す
。

●
運
行
便
数 　
各
路
線
と
も
１
日
８
便

※
行
き
４
便
、帰
り
４
便
の
計
８
便
で
す
。

●
運
賃（
定
額
）

○
中
学
生
以
上
…
200
円

○
障
が
い
者
、
小
学
生
…
100
円

○
小
学
生
未
満
…
無
料

※
100
円
券
×
11
枚
つ
づ
り
の
回
数
券
を

１
、０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

※
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
と
き
は
、

事
前
に
運
行
事
業
者
へ
の
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。

※
時
刻
表
や
予
約
先
の
電
話
番
号
、
停

留
所
の
位
置
を
掲
載
し
た
運
行
マ
ッ
プ

は
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
底
井

野
校
区
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

■
な
か
っ
ぱ
さ
ん
号
の
運
行
を
中
止
し
ま
す

　
底
井
野
校
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
が
始
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ピ

ネ
ス
送
迎
バ
ス（
な
か
っ
ぱ
さ
ん
号
）は

９
月
30
日
で
運
行
を
中
止
し
ま
す
。

●
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
送
迎
バ
ス
に
関
す

る
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

９月30日で運行を中止する「なかっぱさん号」

　

６
月
は
、
平
成
28
年
度
の
介
護
保
険

料
が
決
定
す
る
月
で
す
。
１
年
間
の
保
険

料
額
と
納
付
方
法
を
記
載
し
た
通
知
書

を
発
送
し
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
人
の
介

護
保
険
料
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
に
当
て
は
ま

る
人
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
人

〇
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人

〇
住
民
票
に
異
動
が
あ
っ
た
人

〇
そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
人

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
に
未
納

が
あ
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と

き
に
制
限
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
制
度
を
運
営
し
て

い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
通
知

書
が
届
い
た
ら
、
自
分
の
納
付
方
法
を

確
認
し
て
、
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
28
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

●
問
合
先　

介
護
保
険
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
４
３　

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
切
迫
し
た
災

害
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
避
難
場

所
と
、
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
避
難

所
が
明
確
に
区
別
さ
れ
ず
、
被
害
が
拡

大
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
大
規

模
災
害
時
に
被
災
者
が
一
定
期
間
滞
在

す
る
た
め
の
公
共
施
設
な
ど
を
、
次
の

と
お
り
指
定
避
難
所
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
、
そ

の
ほ
か
の
公
共
施
設
を
避
難
所
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

地
区
の
自
治
公
民
館
な
ど
、
短
期
的

に
避
難
す
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
つ

い
て
は
、
現
在
調
整
中
で
す
。

災
害
時
の
指
定
避
難
所
を
指
定
し
ま
し
た

●
問
合
先　

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課

☎（
２
４
６
）２
０
１
７　

避難場所名 住所 対象の災害
洪水 土砂災害 地震 大規模火災

中間中学校 大字垣生510 ○ ○ ○ ○
中間市体育文化センター 蓮花寺三丁目１‐５ ○ ○ × ○

中間小学校 長津一丁目26‐１ × × ○ ○
中間北中学校 岩瀬三丁目４‐１ ○ ○ ○ ○
中間北小学校 岩瀬三丁目２‐１ ○ ○ ○ ○
中間東小学校 中尾四丁目２‐１ ○ ○ ○ ○
希望が丘高等学校 土手ノ内三丁目19‐１ ○ ○ ○ ○
中間東中学校 扇ケ浦三丁目21‐１ ○ ○ ○ ○
中間南中学校 朝霧五丁目２‐１ ○ ○ ○ ○
中間南小学校 通谷五丁目14‐１ ○ ○ ○ ○
中間西小学校 弥生二丁目１‐１ ○ ○ ○ ○

　防災無線の放送が聞き取れなかったときや、も
う１度内容を確認したいときに、24時間以内の
直近１件の放送内容を確認することができます。

●確認ダイヤル番号
☎０５０（５５７８）２６２４

※通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線（防災無線）
確認ダイヤルサービスを開始
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な
か
ま
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
英
検
補
助

金
交
付
要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
綱
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本

英
語
検
定
協
会
が
実
施
す
る
実
用
英
語

技
能
検
定
お
よ
び
英
検
Jr（
以
下
「
英

検
」）の
受
験
機
会
を
拡
大
し
、
児
童
生

徒
の
英
語
力
お
よ
び
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
を
応
援
す
る
事
業
で
す
の
で
、
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
は
、
英
検
を
受
験
し
た
児
童

生
徒
の
保
護
者
ま
た
は
市
内
の
小
中
学

校
の
校
長
に
対
し
て
交
付
し
ま
す
。

な
か
ま
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
英
検
補
助
金

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
２
４　

今
後
３
年
間
の
実
施
計
画
を
策
定

●
問
合
先　

企
画
政
策
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
４　

　

平
成
23
年
度
か
ら
施
行
し
て
い
る
中

間
市
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
施
策
の
具
体
的
な
実
施
方

法
な
ど
を
定
め
る
「
平
成
28
年
度
～
30

年
度
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
施
計
画
は
、
今
年
度
か
ら
３

年
間
で
実
施
す
る
主
要
な
事
業
の
年
次

計
画
や
事
業
費（
投
資
的
経
費
）な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

　

実
施
計
画
は
、
企
画
政
策
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

６
月
13
日
月
か
ら
30
日
木
ま
で
、
児

童
手
当
の
現
況
届
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
届
け
出
は
、
児
童
手
当
受
給
者

の
前
年
の
所
得
状
況
と
６
月
１
日
現
在

の
養
育
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す（
所
得
状
況
は
受
給
者

の
配
偶
者
も
確
認
し
ま
す
）。

　

届
け
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
平
成
28

年
６
月
以
降
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況

届
の
用
紙
は
、
各
受
給
者
宛
て
に
送
付

し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
に
は
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。
受
給
者
と
そ
の
配
偶
者
の

平
成
27
年
中
の
収
入
の
申
告
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
現
況
届
の
申
請
ま
で
に
課

税
課
で
収
入
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
夜
間
受
付
を
実
施
し
ま
す

●
期

日　
６
月
16
日
木
、
23
日
木

●
受
付
時
間　
17
時
30
分
～
20
時

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
４
８　

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

●
問
合
先　

総
務
課　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
２　

○実施機関別請求件数

請求
件数

公開状況
異議申し立て

公開 部分公開 非公開 取り下げ
50 34 10 ５ １ ０

■平成 27年度情報公開制度の実施状況  （平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）

実施
機関 市長 議長 教育

委員会
市立
病院

水道
事業

消防
本部

選挙管理委員会
そのほかの委員会

請求
件数 34 １ ４ １ ２ ２ ６

○実施機関別請求件数

請求
件数

開示状況
異議申し立て

開示 一部開示 不開示 取り下げ
1678 1675 ２ ０ １ ０

実施
機関 市長 議長 教育

委員会
市立
病院

水道
事業

消防
本部

選挙管理委員会
そのほかの委員会

請求
件数 1676 ０ ０ ２ ０ ０ ０

■平成 27年度個人情報保護制度の実施状況  （平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）

　

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目

指
し
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、
情
報
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
り
扱
い
を
定
め
、
本
人
か
ら
の
請
求

に
よ
る
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
停
止

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
用

状
況
に
つ
い
て
、情
報
公
開
条
例
第
25
条
、

個
人
情
報
保
護
条
例
第
44
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
紙
面
の
関
係
上
、
請
求
件
数
な
ど
の

み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
請
求
内
容
の
内
訳
な
ど
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

心
や
体
の
発
達
に
心
配
が
あ
る
子
ど

も
の
就
学
に
は
、
得
意
な
こ
と
や
苦
手

な
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
持

つ
特
性
を
理
解
し
た
う
え
で
、
そ
の
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
個
別
に
教
育
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
７
月
28
日
木
、
29
日
金・

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
順
番
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
就
学
前
の
子
ど
も
が
い

る
保
護
者

●
相
談
内
容

〇
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
関
す
る
こ
と

〇
入
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
申
込
方
法　
教
育
委
員
会
、
市
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
、
療
育
施
設
に
申

込
用
紙
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
学
校
教
育

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す
。

●
申
込
締
切　
７
月
１
日
金

就
学
前
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す

●
問
合
先　

学
校
教
育
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
２
２　

　

６
月
下
旬
か
ら
、
さ
く
ら
の
里
農
産

物
直
売
所
の
増
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
も
通
常
通
り
営
業
を
行
い

ま
す
が
、
工
事
中
は
危
険
を
避
け
る
た

め
、「
市
営
球
場
側
入
口
」
が
工
事
・
搬

入
専
用
出
入
口
に
な
り
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
の
里
」
を
利
用
す
る
人
は
、

「
は
ぶ
幼
稚
園
側
出
入
口
」
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
工
事
予
定
期
間　
６
月
下
旬
～
９
月

下
旬

さ
く
ら
の
里
の
出
入
り
口
が
変
わ
り
ま
す

●
問
合
先　

産
業
振
興
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
５　

中間市役所方面

鞍手方面

市営球場
駐車場

池

垣生幼稚園

さくらの里

さくら館

地域交流
センター

垣生公園

垣生公園入口交差点行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要で
すので、直接会場にお越しください。
●�日 時　７月２日土、15日金・15時〜17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目36番10号）
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓
口で予約してください。受付時間は月曜～金曜日の午前８
時30分～午後５時15分で、定員は６人です。
●�日 時　７月２日土、15日金、28日木・15時〜17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目36番10号）
●問合先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17時
●�問合先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16時
●�場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問合先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、県警職員が相談に応じます。
●������日 時　７月13日水・10時〜16時（受付は15時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目36番10号）
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

●�期 日　毎月第１〜４火曜日
●時間・場所
　○13時〜14時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時30分〜15時30分・ハピネスなかま
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

あなたが納得のいく生きかたができるようお手伝いします。
●�受 付　月曜日～金曜日・８時30分～17時15分
●場所・問合先　人権センター
　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談
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療
育
手
帳
っ
て
な
に

障
害
者
手
帳
は
３
種
類

　

障
害
者
手
帳
は
「
障
が
い
者

及
び
障
が
い
児
を
対
象
と
し
た

様
々
な
支
援
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
も
の
」
で
す
。
障
が
い

が
あ
る
人
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
る

と
き
、
そ
の
障
が
い
を
証
明
す
る
た
め
に
、

常
に
所
持
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
障
害
者
手
帳
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
３
種
類
が
あ
り
、
今
回
は
療
育
手
帳
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

療
育
手
帳
と
は

　

療
育
手
帳
は
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
知
的
障
が

い
の
あ
る
人
の
定
め
に
つ
い
て
で
す
が
法

律
に
は
明
確
な
定
め
が
な
く
、
福
岡
県
下

市
町
村（
政
令
市
以
外
）に
お
い
て
は
「
福

岡
県
療
育
手
帳
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
制

度
の
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
交

付
要
綱
」
で
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
対
象

者
と
は
18
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
発
達
期
に
知

能
に
障
が
い
が
現
れ
、
日
常
生
活
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

療
育
手
帳
を
受
け
る
に
は

　

療
育
手
帳
の
取
得
方
法
で
す
が
、
ま
ず

知
能
に
障
が
い
が
あ
る
か
の
判
定
が
必
要

で
す
。
対
象
者
の
年
齢
が
18
歳
未
満
と
18

歳
以
上
と
で
は
判
定
申
請
窓
口
と
判
定
機

関
が
異
な
り
ま
す
。

●
判
定
申
請
窓
口

〇
18
歳
未
満
…
宗
像
児
童
相
談
所

〇
18
歳
以
上
…
福
祉
支
援
課

●
判
定
機
関

〇
18
歳
未
満
…
宗
像
児
童
相
談
所

〇
18
歳
以
上
…
福
岡
県
障
害
者
更
生
相
談
所

各
機
関
で
判
定
が
終
わ
っ
た
ら

　

療
育
手
帳
取
得
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

る
人
に
は
そ
の
知
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、

Ａ
１
、
Ａ
２
、
Ａ
３
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
と
い

う
判
定
書
が
各
判
定
機
関
か
ら
出
さ
れ
ま

す
。
判
定
書
が
出
た
後
、
判
定
書
と
写
真

（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）と
申
請
書
を
福
祉
支

援
課
に
提
出
し
、
療
育
手
帳
の
取
得
と
な

り
ま
す
。
療
育
手
帳
の
判
定
は
期
限
付
き

の
も
の
が
あ
り
、
指
定
さ
れ
た
期
限
が
き

た
ら
、
再
判
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
場
合
、
年
齢
の
若
い
人
に
は
、

期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
や
そ
の
ほ
か
詳
し
い
内
容

は
、
福
祉
支
援
課
障
が
い
者
福
祉
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
学
生
の
思
い
を
頂
き
ま
し
た

　

４
月
14
日
か
ら
続
く
熊
本
地
震
。
連
日

報
道
さ
れ
る
被
災
者
の
姿
に
心
を
痛
め
て

い
る
の
は
大
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
間
中
学
校
と
中
間
南
中
学
校
の
生
徒

会
の
皆
さ
ん
が
、
各
中
学
校
を
代
表
し
て

中
間
市
役
所
を
訪
問
し
、
学
校
で
集
め
た

義
援
金
を
松
下
俊
男
市
長
に
託
し
ま
し
た
。

　

生
徒
自
ら
声
を
上
げ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で

保
護
者
に
募
金
を
呼
び
掛
け
た
り
、
早
朝

に
校
門
前
に
立
っ
て
義
援
金
を
募
る
な
ど

し
て
集
め
た
そ
う
で
す
。

　

松
下
市
長
は
、「
今
後
、
被
災
地
が
少
し

で
も
早
く
復
興
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

は
、
お
金
だ
と
思
う
。
皆
さ
ん
の
善
意
で
集

め
ら
れ
た
こ
の
義
援
金
を
ぜ
ひ
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
個
人
や
企
業
、
各
種

団
体
な
ど
か
ら
「
熊
本
の
復
興
の
た
め
に
」

と
多
数
の
温
か
い
支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
全
額
を

被
災
地
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
義
援
金
を
お
預
か
り

し
た
際
、
必
要
な
人
に
は
預
り

証（
所
得
税
、
市
県
民
税
の
寄
付

金
控
除
と
し
て
使
用
可
能
）を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
被
災
地
へ
の
継
続

し
た
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

熊本地震への義援金

福祉支援課
☎（２４６）６２７０

なかまで暮らそう
～ノーマライゼーション～

福祉支援課
☎（２４６）６２８２

� ノーマライゼーションとは、
「障がい者も健常者もすべての人が
一緒に暮らせる社会が当たり前だ」
という考え方のことです。

各中学校で集めた義援金を持ち、市長室を訪れた皆さん。被災地の復興を願う強い思いがあ
ふれていました。左から４人＝中間中学校の生徒たち。右から４人＝中間南中学校の生徒たち。

整
骨
院
・
接
骨
院
の
か
か
り
方

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の
施

術
を
受
け
る
場
合
、
健
康
保
険
が
使
え
る
の

は
外
傷
性
の
負
傷
に
限
ら
れ
て
お
り
、
内
科

的
原
因
に
よ
る
も
の
や
慢
性
的
な
症
状
な
ど

に
は
使
え
ま
せ
ん
。
施
術
後
に
健
康
保
険
の

使
用
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
康
保
険
が
使
え
る
症
状

○
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
挫
傷（
肉
離
れ
な
ど
）

○
骨
折
、
脱
臼
の
応
急
手
当（
応
急
手
当
以

外
は
、
医
師
の
同
意
が
必
要
）

●
健
康
保
険
が
使
え
な
い
症
状

○
単
な
る（
疲
労
・
慢
性
的
な
要
因
か
ら
く

る
）肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

○
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

○
保
険
医
療
機
関（
病
院
、
診
療
所
な
ど
）

で
同
じ
負
傷
な
ど
を
治
療
中
の
も
の

○
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中
や
通

勤
途
中
で
の
負
傷

■
治
療
を
受
け
る
と
き
に
注
意
す
る
こ
と

○
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
…
外

傷
性
の
負
傷
で
な
い
と
き
や
、
負
傷
原
因

が
労
働
災
害
に
当
て
は
ま
る
と
き
、
ま
た

は
通
勤
中
に
起
き
た
負
傷
の
と
き
は
健
康

保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
通
事
故

な
ど
に
よ
る
第
三
者
行
為
に
当
て
は
ま
る

と
き
は
市
役
所
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

○
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
を
確
認
し

て
、
署
名
ま
た
は
捺
印
を
し
て
く
だ
さ
い

…
柔
道
整
復
に
つ
い
て
は
、
患
者
が
自
己

負
担
分
を
柔
道
整
復
師
に
支
払
い
、
残
り

の
費
用
を
柔
道
整
復
師
が
患
者
本
人
に
代

わ
っ
て
健
康
保
険
に
請
求
す
る
「
受
領
委

任
」
と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

※
受
領
委
任
を
利
用
す
る
と
き
は
、
支
給
申

請
書
の
内
容（
負
傷
の
原
因
、負
傷
名
、日
数
、

金
額
）を
よ
く
確
認
し
て
、
申
請
書
の
受
取

代
理
人
欄
に
署
名
ま
た
は
捺
印
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
施
術
所
は
領
収
証
を
無
料
で

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
領
収
証

を
必
ず
も
ら
っ
て
保
管
し
て
お
き
、
医
療
費

通
知
で
金
額
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
が
施
術
内
容
を
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

　

施
術
日
や
内
容
に
つ
い
て
、

市
役
所
が
照
会
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
柔
道
整
復
師
に
か
か

っ
た
と
き
は
、
負
傷
原
因
や
部

位
、
施
術
内
容
、
年
月
日
を
記

録
し
、
領
収
証
な
ど
を
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

福 祉 の 輪
みんながつながる

平
成
28
年
度
の
一
般
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
申
請
が
始
ま
り
ま
す

　
低
所
得
や
失
業
中
な
ど
の
理
由
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、免
除・

納
付
猶
予
申
請
を
行
い
、
日
本
年
金
機
構
で

一
定
の
基
準
に
よ
る
審
査
で
承
認
さ
れ
れ
ば

免
除
を
受
け
る
こ
と
で
き
ま
す
。
免
除
制
度

に
は
全
額
免
除
・
３
段
階
の
一
部
納
付
制
度

お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
が
あ
り
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
は
平
成
27
年
度
申
請

分
ま
で
は
30
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
す
が
、

平
成
28
年
度
申
請
分
か
ら
は
50
歳
未
満
の

人
が
対
象
で
す
。
申
請
者
本
人
の
ほ
か
、
配

偶
者
・
世
帯
主
が
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

前
年
の
所
得
額
が
審
査
対
象
で
す
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な
人

は
保
険
料
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所　
市
民
課
年
金
係
、
八
幡
年

金
事
務
所

●
受
付
開
始
日　
７
月
１
日
金

●
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
承
認
期
間　
７
月
～
平
成
29
年
６
月

●
必
要
書
類　
印
鑑
、
身
分
証
明
書

※
平
成
26
年
12
月
31
日
以
降
に
失
業
し
た

人
は
、
離
職
し
た
日
が
確
認
で

き
る
証
明
書
の
写
し（
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
な
ど
）

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
継
続
申
請
の
人
は
…

　
前
年
度
が
全
額
免
除
、
若
年
者

納
付
猶
予
の
対
象
者
で
、
継
続
申

請
を
希
望
し
て
い
る
人
は
、
手
続

き
は
不
要
で
す
。
平
成
28
年
度（
平
成
27
年

中
）の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
課

税
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
期
間
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

免除等区分 承認されると… 保険料
（月額）

全額免除 保険料の全額が免除 0円

４分の３免除 保険料の４分の３が
免除 4,070 円

半額免除 保険料の半額が免除 8,130 円

４分の１免除 保険料の４分の１が
免除 12,200 円

若年者納付猶予 保険料の全額が猶予 0円

平成 28 年度国民年金保険料一般免除・若年者納付猶予



13 Nakama City Public Relations 12広報なかま 6月 10日号

■
事
例

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
手
軽
に
で
き
る
在

宅
ワ
ー
ク
を
紹
介
し
て
い
た
の

で
入
会
し
た
ら
、
す
ぐ
に
仕
事

を
紹
介
さ
れ
た
。
報
酬
100
万
円

を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

「
報
酬
受
取
画
面
」
に
進
め
ず
、

「
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
手
数
料
」
な

ど
の
名
目
で
次
々
と
追
加
費
用

を
請
求
さ
れ
た
。
そ
の
都
度
、

指
示
さ
れ
た
と
お
り
に
プ
リ
ペ

イ
ド
式
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
支
払

っ
た
も
の
の
状
況
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

　
あ
る
女
性
か
ら「
裏
技
」を
教

え
る
と
の
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
、

教
え
ら
れ
た
と
お
り
入
力
す
る

と
「
報
酬
支
払
確
認
画
面
」
に

進
め
た
。

　

翌
日
、
別
の
人
か
ら
「
そ
の

女
性
は
不
正
操
作
で
逮
捕
さ
れ

た
。あ
な
た
も
罪
に
問
わ
れ
る
。」

と
メ
ー
ル
が
来
た
。
気
が
動
転

し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
サ
イ
ト

か
ら
「
弁
護
士
を
紹
介
す
る
の

で
20
万
円
を
振
り
込
む
よ
う

に
」
な
ど
請
求
メ
ー
ル
が
届
き
、

再
び
プ
リ
ペ
イ
ド
式
ギ
フ
ト
カ

ー
ド
で
合
計
40
万
円
ほ
ど
支
払

っ
て
し
ま
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

業
者
が
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

や
電
子
ギ
フ
ト
券
を
購
入
す
る

よ
う
に
指
示
す
る
場
合
は
、
そ
の

業
者
は
銀
行
振
込
み
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
通
常
の
決

済
手
段
を
使
え
な
い
業
者
で
あ

る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
詐

欺
と
疑
っ
て
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
番
号
を

伝
え
る
こ
と
は
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
自
体
を
業
者
に
譲
っ
て

し
ま
う
の
と
同
じ
こ
と
な
の
で
、

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
家
族
や
警
察
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ス
プ
レ
ー
缶
類
は
穴
を
開
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い

　

遠
賀
郡
・
中
間
市
で
は
、
穴
を

開
け
て
い
な
い
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
や

殺
虫
剤
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど

に
よ
る
、
ご
み
収
集
車
の
火
災
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
事
故
防
止
の
た
め
穴
開

け
を
せ
ず
に
ご
み
に
出
す
地
域
も

あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
ど
お
り
屋

外
な
ど
、
風
通
し
の
良
い
火
の
気

の
な
い
と
こ
ろ
で
穴
を
開
け
て
中

身
を
出
し
切
り
、「
ビ
ン
・
カ
ン
」

に
分
類
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
類
を
捨
て
る
た
め
の

４
ス
テ
ッ
プ

①
中
身
を
確
認
す
る

　
ス
プ
レ
ー
缶
を
振
っ
て
、
ガ
ス
が

残
っ
て
い
る
か
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。「
シ

ャ
カ
シ
ャ
カ
」
と
音

が
し
た
ら
、
ま
だ
中

に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
ま
す
。

②
中
身
を
出
し
切
る

　

噴
射
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
噴
射

音
が
聞
こ
え
な

く
な
る
ま
で
中

身
を
使
い
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
穴
を
開
け
る

　

風
通
し
の
良
い
火
の
気
の
な
い

所
で
作
業
し
て
下
さ
い
。

　

穴
開
け
器
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
、
100
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
。
穴
開
け
器
が
な

い
場
合
は
、
缶
切
り
で
も
代
用
で

き
ま
す
。

※
金
槌
と
釘
を
使
っ
て
穴
を
開
け

る
方
法
は
、
火
花
が
発
生
し
、
ガ

ス
が
残
っ
て
い
た
場
合
に
引
火
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
や
め

て
く
だ
さ
い
。

④
分
類
す
る

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
は
「
ビ
ン
・
カ
ン
」
の
袋
で
ご

み
出
し
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
環
境
保
全

課
・
市
民
課
・
東
部
出
張
所
・
西

部
出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
出
し
方
が
わ
か
ら
な
い

と
き
は
、
環
境
保
全
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
で
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
い
ご
み
出
し
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

や
っち
ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０

ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文や標語をとお
して、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

人権とは誰かが誰かを
思う心だと思います。誰
かが困っていたら、その
人を助ける。そんな当
然のことを当然にでき
る人が１番かっこいい。

中間中学校卒業
原
は ら だ

田 智
ともひろ

弘さん

　「
僕
と
人
権
」

　
　
　
　
　
　
　
原
田　
智
弘

　

人
権
は
人
が
持
っ
て
い
る
権
利

の
こ
と
で
す
。
で
は
、
人
の
持
っ

て
い
る
権
利
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
権
利
を
脅
か
し
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
最
近
の
テ
レ
ビ
で
は
、
い
じ
め
を

受
け
自
殺
し
た
り
、
〇
〇
ハ
ラ
な

ど
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
の
テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
自

分
の
こ
と
で
は
な
く
て
も
悲
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

な
く
な
る
の
か
と
考
え
た
り
も
し

ま
す
が
、
や
は
り
い
い
案
が
思
い
つ

き
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
い
つ
か
ら

い
じ
め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
最
初

は
仲
の
良
い
友
達
だ
っ
た
は
ず
な

の
に
。

　

僕
は
２
種
類
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
１
つ
目
は
、
本
当
に
そ
の
友
達

に
悪
意
を
も
っ
て
い
じ
め
て
い
た
こ

と
。
２
つ
目
は
、
本
人
は
い
じ
め
て

い
る
つ
も
り
が
な
く
て
、
た
だ
じ
ゃ

れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
に
、
相
手

側
を
気
付
か
な
い
う
ち
に
傷
つ
け

て
い
た
こ
と
。
ど
ち
ら
の
理
由
に
し

て
も
相
手
が
自
殺
し
て
し
ま
っ
た

ら
き
っ
と
後
悔
し
ま
す
。そ
の
時
は
、

し
な
か
っ
た
と
し
て
も
い
つ
か
き
っ

と
す
る
時
が
き
ま
す
。
そ
れ
を
さ

け
る
に
は
、
つ
ね
に
相
手
の
気
持

ち
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
で
す
。
相

手
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
自
然
に
相

手
の
い
や
が
る
こ
と
は
し
な
く
な

り
ま
す
。
相
手
が
傷
つ
い
て
い
る
こ

と
だ
っ
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
権
と
は
誰

か
が
誰
か
を
思
う
心
だ
と
思
い
ま

す
。
誰
か
が
困
っ
て
い
た
ら
、
そ
の

人
を
助
け
て
あ
げ
る
。
そ
ん
な
当

然
そ
う
な
事
を
当
然
の
よ
う
に
で

き
る
人
が
一
番
か
っ
こ
い
い
で
す
。

　

人
は
誰
か
の
助
け
が
な
い
と
生

き
て
い
く
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
誰

か
を
助
け
れ
ば
、
自
分
も
誰
か
に

助
け
て
も
ら
え
る
、
そ
う
し
て
こ

の
世
界
は
な
り
た
っ
て
い
る
と
僕

は
思
い
ま
す
。
人
権
と
は
何
も
お

も
い
話
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何

か
が
起
こ
っ
た
時
に
、
次
は
も
う

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
心
を
改
め
る

た
め
の
決
意
だ
と
思
い
ま
す
。
何

か
を
知
っ
た
ふ
う
に
言
う
の
は
、
あ

ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
誰

か
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
き
っ
と

う
れ
し
い
は
ず
で
す
。

　

人
権
作
文
を
と
お
し
て
い
ろ
い

ろ
な
事
を
改
め
て
知
っ
て
、
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
権
に
つ
い

て
あ
る
程
度
の
事
を
学
べ
た
の
で
、

こ
の
学
ん
だ
事
を
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
い
か
し
て
誰
に
で
も
優
し
く

で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

「プリペイドカードの要求は詐欺？！」

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部
を紹介します。

平成28年度のもえるごみの搬入量は、対27年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

28 年度 27 年度 前年当月比 増減率

４月 947,840㎏ 904,230㎏ 43,610㎏ 4.8％

累計 947,840㎏ 904,230㎏ 43,610㎏ 4.8％

　幕末、海防の危機感から大砲建造のため全国各地に建
設された反射炉の中で、現存する３つの反射炉の１つ（ほか
に鹿児島、萩）です。ペリー艦隊の浦賀来航に呼応し、幕
府の韮山代官江川英

ひでたつ

龍の具申により反射炉建設が決定。
オランダ陸軍のヒュゲニンが記した鉄製大砲鋳造のための
書物を片手に英龍の息子、英敏が築造を進め、佐賀藩の
技師の協力を得て、1857年に完成しました。反射炉本体
は連双式２基４炉からなり、石製の基礎上に直角に築かれ
ています。築造には、日本の伝統技術が用いられたほか、
佐賀藩との技術交流も重要な役割を果たしました。

韮
にらやま

山反射炉

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う

遠賀川水源地ポンプ室の
世界遺産なかまを紹介します。

●場 所　静岡県伊豆の国市中字鳴滝入 268
●問 合 先　韮山反射炉管理事務所
　☎０５５（９４９）３４５０
●アクセス
�　東名高速沼津ＩＣから伊豆縦貫道江間ＩＣ経由約 30 分
　伊豆箱根鉄道駿豆線伊豆長岡駅から徒歩約20分、タクシー約５分



15 Nakama City Public Relations 14広報なかま 6月 10日号

下
野 

惠
助
選

短 

歌

宮
の
磴
流
る
る
雨
の
落
花
か
な

　
　
　
小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

神
殿
を
被
ひ
つ
く
し
て
若
葉
雨

　
　
　
通
谷
五
丁
目	
後
　
藤
　
欣
　
子

嵩か
さ

な
せ
る
春
の
落
葉
の
雨
の
色

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

春
疾は

や

て風
音
立
て
絵
馬
を
裏
返
す

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

直な
お
ら
い会
を
盛
り
上
げ
そ
め
し
落
花
か
な

　
　
　
桜
台
二
丁
目	

篠
　
原
　
正
　
章

木
葉
句
会

俳 
句

取
り
敢
え
ず
ビ
ー
ル
一
杯
ツ
マ
ミ
無
し

　
　
　
垣
生
町	

柴
　
田
　
真
　
理

一
度
だ
け
舐
め
た
甘
味
が
い
つ
か
毒

　
　
　
太
賀
四
丁
目	

岡
　
根
　
正
　
雄

お
似
合
い
の
二
人
の
影
に
お
月
様

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

鶴
　
田
　
春
　
枝

「
あ
ら
な
い
わ
」
探
せ
ば
い
つ
も
椅
子
の
下

　
　
　
中
間
四
丁
目	

森
　
　
　
紀
　
子

言
葉
売
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
後
ろ
影

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	

前
　
田
　
弘
　
子

吉
富 

廣 

選

川 

柳

History
遠賀川改修頓野工場堀鑿機作業の絵はがきより

第 52 回

　
明
治
時
代
、
遠
賀
川
流
域
に
は
石
炭

運
搬
の
利
便
性
か
ら
多
く
の
炭
鉱
が

開
か
れ
ま
し
た
が
、
遠
賀
川
の
氾
濫
に

よ
り
廃
鉱
と
な
っ
た
炭
鉱
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
１
９
０
５

（
明
治
38
）年
７
月
24
日
「
遠
賀
川
改

修
工
事
期
成
同
盟
会
」
が
結
成
。
こ
の

会
の
委
員
に
は
、
貝
島
太
助
、
麻
生
太

吉
な
ど
筑
豊
の
有
力
者
が
名
を
連
ね
、

政
府
や
議
会
に
遠
賀
川
改
修
工
事
施

工
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
に
よ
り
、
翌
年
の
国
会
で

遠
賀
川
改
修
工
事
に
関
す
る
議
案
が
可

決
。
遠
賀
川
改
修
工
事
は
明
治
39
年
度

か
ら
10
か
年
の
継
続
事
業
と
し
て
内
務

省
の
直
轄
事
業
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
工

事
に
先
立
ち
、
直
方
に
遠
賀
川
改
修
事

務
所
が
開
設
さ
れ
、
明
治
40
年
か
ら
用

地
の
買
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　

工
事
は
飯
塚
・
金
田
・
直
方
・
芦

屋
の
４
工
区
に
分
け
て
明
治
41
年
２

月
か
ら
実
施
。
底
井
野
で
は
土
量
が

多
い
た
め
掘く
っ
さ
く鑿
機
と
機
関
車
を
、
下

大
隈
で
は
岩
層
掘
削
の
た
め
に
爆
薬

を
使
用
す
る
な
ど
、
近
代
的
な
技
術

が
導
入
さ
れ
た
記
録
が
残
り
ま
す
。

　
工
事
は
、１
９
１
９（
大
正
８
）年
３
月

に
竣
工
し
、大
き
な
水
害
は
な
く
な
り
ま

し
た
。し
か
し
、石
炭
掘
削
に
よ
る
地
盤

沈
下
と
洗
炭
微
粉
堆
積
に
よ
り
、河
床
が

上
昇
し
、昭
和
10
年
、16
年
に
堤
防
が
決

壊
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
昭
和
20
年
か
ら

再
度
、治
水
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
遠
賀
川
の
堤
防
は
、現
在
に
至
り
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文芸歳時記
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遠
賀
川
の
堤
防

～
第
一
期
遠
賀
川
改
修
工
事
～

注
目
の
本

知られざる中間の歴史を

ひも解きます。

　リトルファイターズは、チーム発足30年のバドミントンクラブです。中
間東小学校の体育館を拠点に、毎週火曜・金曜日の17時から練習に励んで
います。だんだん暑くなるこれからの季節、子どもたちは汗だくになりなが
ら、それでも明るく楽しくを合言葉に基礎からみっちりと練習します。
　現在は、中間東小学校に通う２年生から６年生までの６人が所属し、保護
者会と連携を密にしながら、練習や試合に取り組んでいます。
　礼儀正しく、楽しく、あいさつはしっかりと。バドミントンの技術向上も
大事ですが、子どもらしく成長できるよう心の育成を心がけている、自由な
雰囲気のクラブです。バドミントンに興味がある子は、ぜひ１度、体験しに
来てみてください。
●問 合 先　リトルファイターズ代表・行

ゆきざね

實
　☎０９３（２４６）００３５

体育の時間
スポーツで輝く人やチームのほか、市内や周辺地域で開催される
スポーツイベントなどを紹介します。

リトルファイターズ

楽しくバドミントンを覚えよう

お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー

「
雨
の
日
は
本
を
読
も
う
」

　
６
月
と
い
え
ば
梅
雨
の
時
期
。

雨
の
日
は
、
本
の
世
界
に
浸
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。「
雨
」「
父
の
日
」

「
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
」
な
ど
６

月
を
連
想
さ
せ
る
本
を
集
め
て

み
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

上
映
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
タ
イ
ム
・
ハ
ン
タ
ー
ズ
」

　

海
賊
が
は
び
こ
る
200
年
前
の

世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
時

空
を
超
え
た
冒
険
が
始
ま
る
。

●
日

時　
６
月
19
日
日
・

　
14
時
～
15
時
45
分

●
対

象　
30
人　

　

読
書
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

本
を
読
ん
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
よ
う
。
ポ
イ
ン
ト
い
っ
ぱ
い

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
し
ま
す
。

●
期

間　
７
月
１
日
金
～

８
月
31
日
水

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

イ
ベ
ン
ト
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

●
日

時　
７
月
８
日
金
・

　
10
時
～
11
時

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
市
民
図
書
館

●
申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

　

６
月
22
日
水
～
30
日
木
ま
で

休
館
し
ま
す
。
返
却
は
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
へ
。
ま
た
、
６
月
21
日
火

ま
で
貸
出
冊
数
は
無
制
限
で
す
。

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　６月13日月、20日月、
22日水〜 30日木、７月４日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

秋
しゅうそう

霜
（一般書）

葉
は む ろ り ん

室麟・著

一揆から3年、豊後羽根藩で孤
児を見守り平穏に暮らす楓のも
とを、謎の男・草薙小平太が訪
れる。彼には楓の元夫・多聞隼
人との因縁が。やがて、旧悪を
知る楓たちに藩の魔の手が…

このあとどうしちゃおう

死んだおじいちゃんの部屋を掃
除していたら、「このあとどうしち
ゃおう」と書かれたノートが出て
きて…。死んだらどうなる？どう
したい？生きてる間にしっかり考
えよう！

ヨシタケシンスケ・作

（児童書）

す
す
き
を
ば
袖
振
り
ぐ
さ
と
い
み
じ
く
も
呼
ぶ
こ
と
楽
し
尾
花
に
ふ
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

し
ぶ
き
ゆ
く
雨
に
叩
か
れ
紅
梅
の
咲
け
る
花
よ
り
散
り
し
花
あ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

悲
し
み
や
つ
ら
き
ト
ン
ネ
ル
耐
え
ぬ
き
て
や
が
て
雪
解
け
希
望
の
春
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
山
町	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子

桜は
な

に
酔
う
朧
月
夜
の
う
す
あ
か
り
ゆ
っ
く
り
歩
む
春
の
宵
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
岡	

金
　
子
　
純
　
子

教
会
の
窓
ゆ
聖
歌
の
聞
こ
え
来
て
黄
に
輝
け
る
花
ミ
モ
ザ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
四
丁
目	

隈
　
井
　
景
　
子
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６
月
は
む
し
歯
予
防
月
間
で
す

　

中
間
市
の
平
成
27
年
度
１
歳
６

か
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
の
歯

科
健
診
に
お
い
て
、
む
し
歯
が
あ
る

子
ど
も
の
割
合
は
、
１
歳
６
か
月

児
で
は
受
診
者
100
人
中
６
人
、
３

歳
児
で
は
受
診
者
100
人
中
19
人
で

し
た
。
１
歳
６
か
月
～
３
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
む
し
歯
が
増
え
る
子

ど
も
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ボ
ト
ル
カ
リ
エ
ス（
哺
乳
ビ
ン
む
し
歯
）

を
防
ご
う
！

　

乳
幼
児
へ
の
飲
み
物
の
飲
ま
せ

方
に
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。
糖
分
の
入
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
や
イ

オ
ン
飲
料（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
）、
乳

酸
菌
飲
料
な
ど
を
長
時
間
に
わ
た

り
ダ
ラ
ダ
ラ
と
飲
ま
せ
る
こ
と
は
、

む
し
歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、乳
歯
が
生
え
て
か
ら
、こ

れ
ら
の
飲
み
物
を
哺
乳
ビ
ン
で
与

え
て
い
る
と
、
前
歯
の
表
側
や
裏

側
が
む
し
歯
に
な
る
「
ボ
ト
ル
カ

リ
エ
ス
」
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
寝
る
前
の
飲
み
物
は
麦
茶
や

白
湯
に
し
て
、
１
歳
を
過
ぎ
る
こ

ろ
か
ら
は
コ
ッ
プ
で
飲
ま
せ
る
練

習
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
、

２
歳
児
歯
科
健
診
、
２
歳
６
か
月

フ
ッ
素
塗
布
で
合
計
３
回
の
フ
ッ

素
塗
布
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
歯

科
衛
生
士
が
歯
の
み
が
き
方
を
個

別
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

中間市食生活改善推進会の監修に
より、体に優しいレシピを紹介し
ています。

今月のレシピ

にんじんのポタージュ

Nakama's
キッチン

７月の子育てカレンダー
１日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
６日水 ７か月・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
11日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30
12日火 わんぱく広場 10:00 ～ 11:30

14日木
２歳児歯科健診 受付13:00 ～ 13:30
２歳６か月児フッ素塗布 受付12:45 〜 13:00

21日木 ４か月児健診 受付13:00 〜 13:30
28日木 ３歳児健診 受付13:00 〜 13:30

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
応募は広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

余分なものは入れない、本物にこだわったもの作り

　24 年続けたからあげ屋を和菓子
屋に改装して、再スタートした「にわ
菓」。なんともユニークな転身ですが、
「本物は偽物を淘汰する」という一貫
した信念のもと、素材や製法にこだ
わって、和菓子を作っています。
　素材は純国産に限り、防腐剤な
ど不要なものは一切不使用。実際
に、大福やわらびもちなどを味見さ
せていただきましたが、どれもが本
当においしい逸品ばかりでした。
　そんなにわ菓ですが、「からあげ
も作ってほしい」という、お客さんか
らの要望が強く、からあげの販売も
再開しています。「負担が大きいから」
と再開には、前向きではなかったご

主人。聞くと、その仕込みだけで５
日間もかかってしまうとのこと。しか
し、どれだけ手間がかかろうとも、
そのこだわりは譲れないという。「や
るからには本気」。そのこだわりの味
を試してみてはいかがでしょうか。

ＭＥＭＯ

〒809-0041
中間市岩瀬西町18-5
☎093（246）3131
開店時間　10:00～19:00
定休日　不定休
商品開発や改良を続け、おいし
いものを作り続けます。

にわ菓

①　�にんじんは輪切り、玉ねぎは薄切りにする。

③　火を止めて粗熱が取れたら、ミキサーにかける。

②　�鍋にオリーブオイルを熱し、玉ねぎの甘みが出るまで炒める。にんじんを
加えてさらに炒め、湯 500ml、ローリエを加えて 15 分ほど煮込む。

作り方

にんじん…140g、玉ねぎ…１／４個（50g）、
オリーブオイル…小さじ１、ローリエ…１枚、
牛乳…100ml、バター…大さじ １／２、塩…１g、
こしょう…少々、生クリーム…小さじ１、パ
セリ…適量

材料（２人分）
エネルギー：119㎉
食塩：0.7g

④　③を鍋に戻し火にかけ、牛乳とバターを加えて、塩とこしょうで調味する。

⑤　器に盛り、生クリームをかけ、パセリをのせる。

ひどくなると歯が溶けてしまいます。
写真提供：遠賀中間歯科医師会

むし歯がある子ども
６人

１歳６か月児
　　健診

むし歯がない子ども
94人

むし歯がある子ども
19人

３歳児健診

むし歯がない子ども
81人

むし歯がある子ども
６人

１歳６か月児
　　健診

むし歯がない子ども
94人

むし歯がある子ども
19人

３歳児健診

むし歯がない子ども
81人

中間市の乳幼児健診時にむ
し歯があった子どもの割合

今月のテーマ

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
…

　

簡
単
に
説
明
す
る
と
骨
が
も
ろ

く
な
り
、
骨
折
を
起
こ
し
や
す
く

な
っ
た
状
態
で
す
。
閉
経
後
の
ホ

ル
モ
ン
異
常
で
の
骨
粗
し
ょ
う
症

以
外
に
も
、
何
ら
か
の
疾
患
に
続

い
て
起
こ
る
続
発
性
の
骨
粗
し
ょ

う
症
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と

の
関
連
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
患
者
は
、
軽

微
な
外
力
で
骨
折
を
起
こ
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
転
倒
で
、
手
首
の

骨
や
足
の
付
け
根
の
骨
、
背
骨
の

骨
折
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
骨
折
が
起
こ

る
と
生
活
の
質
が
著
し
く
低
下
し

ま
す
。
ま
た
、
身
体
的
不
安
だ
け

で
な
く
、
心
理
面
で
も
転
倒
や
再

骨
折
な
ど
を
恐
れ
る
不
安
に
陥
り

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
寝
た

き
り
の
状
態
と
な
り
、
介
護
が
必

要
な
状
態
で
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
の
生
活
も
圧
迫
し
ま
す
。

骨
折
の
連
鎖
を
止
め
る
こ
と
が
必
要

　

早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療

を
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
骨
折
を
予
防

し
て
、
骨
折
の
連
鎖
を
止
め
る
た

め
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
疑
う
に
は
…

　

骨
折
が
あ
れ
ば
骨
粗
し
ょ
う
症

と
診
断
さ
れ
ま
す
が
、
身
長
低
下

が
椎
体
骨
折
と
の
関
連
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
65
歳

を
超
え
る
女
性
や
70
歳
を
超
え
る

男
性
、
よ
く
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取

す
る
人
、
喫
煙
を
す
る
人
も
、
一

度
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
を
受
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

予
防
が
必
要

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
予
防
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
自
分
で
で
き
る
予
防
と
し

て
、
１
日
30
分
程
度
の
日
光
浴
や

運
動
が
有
効
で
す
。
筋
力
の
維
持

や
転
倒
防
止
の
た
め
に
バ
ラ
ン
ス

能
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
運
動
中
は
転
倒
防
止
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

治
療
は
…

　

診
断
確
定
後
、
必
要
が
あ
れ
ば

薬
物
治
療
を
行
い
ま
す
。
最
近
に

な
り
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
薬
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
製

剤
、
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
製
剤
、

選
択
的
エ
ス
ト
ゲ
ゲ
ン
受
容
体
モ

ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
デ
ノ
ス
マ
ブ
と

テ
リ
パ
ラ
チ
ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
を
毎
日
継
続
す
る
こ
と
が

健
康
な
生
活
に
重
要
で
す
。
皆
さ

ん
が
健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば

せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
い
つ
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

骨粗しょう症

産業医科大学病院

濱
は ま だ

田 大
だ い し

志 医師

医
療
講
座

第
105
回

この記事に関するご相談は、
市立病院にお問い合わせください

☎（２４５）０９８１

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。
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ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　
７
月
か
ら
、
地
域
総
合
福
祉
会

館
「
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
」
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
、
一
部
利
用
を
制
限
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
利
用
制
限
を
行
う
設
備
に
つ

い
て
は
、
館
内
に
掲
示
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
工
事
期
間（
予
定
）　
７
月
～
11

月
末

●
問
合
先　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

　
☎（
２
４
５
）８
６
８
６

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
く
語

り
か
け
な
が
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。
オ
イ
ル
を
使

っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

●
日

時　
７
月
13
日
水
・
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
対

象　
３
か
月
～
８
か
月

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
定

員　
10
組
程
度

●
持
っ
て
く
る
も
の　
バ
ス
タ
オ

ル
・
着
替
え
・
飲
み
物

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
未

経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

あ
な
た
が
企
画
す
る

「
男
女
共
同
参
画
講
座
」

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画
講
座

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
綱
と
申

込
書
は
、
人
権
男
女
共
同
参
画
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

●
募
集
内
容　
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
つ
い
て
の
関
心
や

理
解
を
深
め
る
テ
ー
マ
で
あ
れ

ば
形
式
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん

●
募
集
数　
市
内
１
団
体

●
助
成
金　
講
座
開
催
経
費
に

つ
い
て
３
万
円
を
限
度
に
助
成

●
開
催
期
間　
10
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日

●
開
催
場
所　
市
内
の
施
設

●
募
集
期
間　
６
月
13
日
月
～
８

月
１
日
月

※
応
募
さ
れ
た
企
画
は
、
審
査
の

う
え
後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
人
権
男
女
共

同
参
画
課（
岩
瀬
１
丁
目
17
‐
１
）

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
表
彰
の

候
補
者
を
募
集
し
ま
す

　
県
で
は
、
地
域
や
職
域
な
ど
で

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

功
績
が
あ
り
、
模
範
と
な
る
活
動

や
取
り
組
み
に
対
し
て
表
彰
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
彰
で
は
、

女
性
の
活
躍
や
自
立
支
援
に
つ
な

が
る
実
践
的
な
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
次
の
３
つ
の
活
動
部
門
を

設
け
て
い
ま
す
。

〇
社
会
で
の
女
性
の
活
躍
推
進

〇
困
難
な
状
況
の
女
性
の
自
立
支
援

〇
女
性
の
先
駆
的
活
動

●
応
募
方
法　
専
用
の
推
薦
書
を

県
男
女
共
同
参
画
推
進
課
に
郵

送
す
る
か
直
接
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い

※
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
推
薦
書
配
布
場
所　
人
権
男
女

共
同
参
画
課
、
県
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
県
男
女
共
同
参
画
推
進

課
、
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://w
w
w
.pref.fukuoka.

lg.jp/

●
応
募
締
切　
６
月
27
日
月

●
問
合
先　
県
男
女
共
同
参
画

推
進
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
９
１

看
護
職
再
就
業
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
県
と
県
看
護
協
会
で
は
、
看
護

職
員
の
就
業
促
進
を
図
る
た
め
、

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
な
ど

の
資
格
を
持
ち
、
現
在
看
護
の
現

場
を
離
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

看
護
職
員
再
就
業
移
動
相
談

　

求
人
求
職
情
報
や
最
新
の
医

療
・
看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を

行
う
移
動
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
７
月
13
日
水
・
13

時
～
16
時

●
場

所　
小
倉
公
共
職
業
安

定
所（
小
倉
北
区
萩
崎
町
１
‐
11
）

※
登
録
時
に
免
許
番
号
、
取
得

年
月
日
、
履
歴
な
ど
の
記
入
が

必
要
で
す
。

　

看
護
職
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
会

　

新
し
い
医
療
や
看
護
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　
８
月
10
日
水
、
９

月
７
日
水

●
場

所　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福

岡（
福
岡
市
東
区
馬
出
四
丁
目

10
‐
１
）

●
定

員　
30
人

●
対
象
者　
県
内
在
住
の
未
就

業
者
で
６
か
月
以
内
に
就
業
を

希
望
す
る
看
護
職
員

●
申
込
締
切　
７
月
１
日
金

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
を
実
施
し
ま
す

　
受
験
申
込
要
領
は
、
６
月
中
旬

に
福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
期

日　
10
月
２
日
日

●
場

所　
福
岡
大
学（
福
岡
市

城
南
区
七
隈
八
丁
目
19
‐
１
）、
九

州
国
際
大
学（
八
幡
東
区
平
野
一
丁

目
６
‐
１
）

●
申
込
書
配
布
場
所　
介
護
保
険

課
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

●
申
込
締
切　
７
月
13
日
水

●
問
合
先　
福
岡
県
介
護
支
援

専
門
員
協
会

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）４
５
９
０

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://fukuoka-cm.jp/

税
務
職
員（
高
校
卒
業
程
度
）を

募
集
し
ま
す

●
受
験
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
こ
と

○
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
人

○
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

○
人
事
院
が
右
記
に
準
ず
る
と
認

め
る
人

●
申
込
方
法
・
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
６
月
20
日

月
～
６
月
29
日
水
・
受
信
有
効

※
６
月
20
日
は
９
時
か
ら
で
す
。

○
郵
送
、
持
参
…
６
月
20
日
月
～

22
日
水
・
消
印
有
効

●
申
込
先　
希
望
す
る
試
験
地

を
管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
４
日
日

●
問
合
先　
若
松
税
務
署

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html

屋
島
公
園
の
プ
ー
ル
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

　
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
団
体

が
遊
泳
し
て
い
る
と
き
は
、
個
人

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個

人
利
用
に
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま

す
。
団
体
利
用
の
日
程
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
７
月
１
日
金
～

　
９
月
10
日
土

※
８
月
13
日
土
～
16
日
火
は
休

み
で
す
。

●
時

間　
10
時
～
17
時

●
料

金　
無
料

※
遊
泳
は
小
学
生
未
満
の
子
ど
も

に
限
り
ま
す
。

●
問
合
先　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
資
格

取
得
講
習
会
を
行
い
ま
す

●
日

時　
７
月
22
日
金
、
23

日
土
・
10
時
～
16
時
30
分

※
２
日
間
と
も
受
講
し
て
資
格

を
取
得
で
き
ま
す
。

●
場

所　
消
防
署

●
申
込
期
間　
７
月
１
日
金
～
21

日
木

●
定

員　
20
人
・
先
着
順

●
受
講
料　
２
、２
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
、
申
請
料
を
含
む
）

●
申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、写
真
１
枚（
縦

３
㎝
×
横
2.5
㎝
・
裏
面
に
名
前

を
記
入
）、
印
鑑
と
一
緒
に
消

防
署
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

福
岡
県
民
体
育
大
会
水
泳
選
手

を
募
集
し
ま
す

　
中
間
市
を
代
表
し
て
県
民
体
育

大
会
に
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
８
月
21
日
日

●
会

場　
県
営
筑
豊
緑
地
プ

ー
ル（
飯
塚
市
二
保
８
‐
25
）

●
種

別

○
小
学
４
年
生
以
下
の
部

○
小
学
５・６
年
生
の
部

○
中
学
生
の
部

○
高
校
生
の
部

○
一
般
の
部

●
定

員　
各
種
別
15
人

※
一
般
の
部
に
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
種

目　
自
由
形
、
バ
タ
フ

ラ
イ
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
リ

レ
ー
各
50
ｍ

●
参
加
資
格　
大
会
の
標
準
記
録

を
超
え
て
い
る
人

●
申
込
締
切　
７
月
７
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
体
育
協
会

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

価
格
を
改
定
し
ま
し
た

　
環
境
保
全
課
の
窓
口
で
ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
、

ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
の
価
格
を
改

定
し
ま
し
た
。
購
入
に
は
、
申
請

書
類
の
記
入
が
必
要
で
す
の
で
、
必

ず
印
鑑
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

●
価

格　
１
、１
５
０
円
→

　
１
、２
１
０
円

※
２
回
目
以
降
の
キ
ッ
ト
の
価
格

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

ク
ー
ル
ビ
ズ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す

　
市
役
所
や
市
の
公
共
施
設
で
は
、

10
月
31
日
ま
で
、
職
員
が
ネ
ク
タ

イ
を
着
用
せ
ず
軽
装
で
執
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
で

も
同
様
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
夏
場
の
電
力
不
足
の
懸
念
お
よ

び
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行

お
う
と
、
庁
舎
の
冷
房
設
定
温

度
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
総
務
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
２

「
花
が
見
え
る
中
間
市
づ
く
り

作
戦
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
中
間
市
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す

る
会
」
で
は
、
花
で
ま
ち
並
み
を

少
し
で
も
潤
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
、
特
製
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植

え
、
そ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　
自
宅
敷
地
内
で
市

民
の
目
に
ふ
れ
る
所
に
置
け
る
人

●
貸
出
数　
40
台

※
１
家
族
２
台
ま
で
で
す
。

●
申
込
方
法　
中
央
公
民
館
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
（
先
着
順
）

●
締
切
日　
６
月
15
日
水

●
貸
出
方
法　
６
月
16
日
木
・
17

日
金
の
８
時
30
分
～
17
時
に
中

央
公
民
館
に
受
け
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い

●
貸
出
期
間　
６
月
16
日
木
～
10

月
31
日
月

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す

●
試
験
日　
10
月
８
日
土

●
試
験
会
場

〇
西
南
学
院
大
学（
福
岡
市
早
良

区
西
新
六
丁
目
２
‐
92
）

〇
福
岡
県
教
育
会
館（
福
岡
市
東

区
馬
出
四
丁
目
12
‐
22
）

●
申
込
締
切　
６
月
27
日
月

●
受
験
申
請
書
の
配
布
場
所

〇
福
岡
県
…
各
保
健
福
祉（
環
境
）

事
務
所
、
福
岡
県
健
康
増
進
課

〇
北
九
州
市
…
小
倉
北
区
お
よ
び

八
幡
西
区
の
保
健
所
、
そ
の
ほ

か
の
各
区
役
所
保
健
福
祉
課

〇
公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー

●
合
格
発
表
日　
11
月
30
日
水

●
問
合
先　
公
益
社
団
法
人
調

理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
１
５

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.chouri-ggc.or.jp/09_
chourishi.html

公
立
小
中
学
校
の
講
師
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

　

中
間
市
と
直
方
市
、
宮
若
市
、

遠
賀
郡
、
鞍
手
郡
の
公
立
小
中
学

校
で
勤
務
を
希
望
す
る
講
師
な
ど

（
常
勤
・
非
常
勤
）の
登
録
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
志
願
書
の
様

式
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
登
録
資
格　
勤
務
を
希
望
す
る

学
校
種
・
教
科
の
教
育
職
員
免

許
状
所
持
者

※
所
持
見
込
者
も
可
と
し
ま
す
。

●
給

与

○
常
勤
講
師
…
経
験
年
数
な
ど
に

応
じ
て
月
額
19
～
30
万
円
程
度

※
別
途
通
勤
手
当
な
ど
各
種
手

当
と
任
期
に
応
じ
て
社
会
保
険

が
あ
り
ま
す
。

○
非
常
勤
講
師
…
２
、４
０
０
円（
時

間
給
）ま
た
は
１
７
３
、０
０
０
円

（
月
額
）

※
勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
登
録
方
法　
志
願
書
を
北
九
州

教
育
事
務
所
に
持
っ
て
く
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

●
応
募
・
問
合
先　
北
九
州
教
育

事
務
所（
〒
822
‐
０
０
３
１　
直

方
市
大
字
植
木
１
０
４
７
‐
１
）

　
☎
０
９
４
９（
２
５
）１
２
０
２
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公職選挙法の一部が改正され、６月19日から満18歳以
上 20歳未満の人に新たに選挙権が与えられます。このこ
とを受け、市の選挙管理委員会が、中間高等学校の３年
生を対象にした授業を行いました。投票のルールや選挙
の権利と義務、投票することの大切さなどについて学んだ
生徒は、「自分の１票が日本の未来にかかわってくるのか」と
その重要性を受け止めていました。

中間高校で選挙授業５／25
～若者に与えられる権利と義務～

新緑のネイチャーゲーム

「なかま☆つながり隊」が主催する、親子で遊びながら、
垣生公園の豊かな自然を学べるこのイベント。普段は見落
としがちな、動物・植物の変化や特性などをじっくり観察し、
「気付く」ことで学んでいきます。五感を使った活動を通じ
て、自発的な気付きを引き出すので、子どもも大人も真剣
そのもの。リピーター率、満足度が非常に高いこのイベン
トは、秋と冬にも開催予定です。

５／ 15
～目・耳・鼻・肌で感じる豊かな自然～

赤十字清掃活動５／８

中間市婦人会赤十字奉仕団が中心となり、中間駅周辺の
ボランティア清掃を行いました。大型連休最後の日、汗ば
む陽気の中、たくさんの人が清掃活動に励み、自分たちの
まちを自分たちの手できれいにしました。参加した人に話
を聞くと、年 ご々みの量は減っているそうです。これからも
自分たちが住むまちを汚さないのはもちろん、まちをきれ
いにする活動を続けていきましょう。

～力をあわせて中間をきれいに～

底井野校区まちづくりセンター開所式

天候に恵まれたこの日、底井野校区まちづくりセンターの
開所式が行われました。まちづくりセンターは、市民主体
のまちづくりと地域コミュニティの活性化を促進し、協働
型社会の実現を目指す拠点として、垣生第２児童遊園横に
設置されています。市内では、中間西校区、中間校区、中
間北校区に続いての開所です。今後はさらに市民と行政が
地域をより良くするために意見を交換し、連携していきます。

５／ 20
～地域で行うまちづくり～

「折り紙ボランティア すみれの会」の皆さんが講師となり、
兜
かぶと

の額縁と鯉のぼりを作りました。オリジナルの鯉のぼり
に仕上げるために、ハートなどのイラストを描く子どもたち
もいました。完成後には、鯉のぼりを眺めながら「家に飾
るのが楽しみ」と笑顔の子どもたち。子どもから大人まで
参加できるこのイベント。冬にはクリスマスにちなんだ教室
を予定しています。皆さんも参加してみてはいかがですか。

こどもの日　おりがみ教室５／７
～鯉のぼりを作ろう～

男性料理教室

家でもたまに料理をするという人から、ほとんど料理をし
たことがないという人が一緒になり、食生活改善推進会の
指導のもと料理を作りました。多少ぎこちない様子を見せ
ながらも、終始笑顔で楽しく料理。調理中には、「家族に
も振る舞ってみたい」という声も聞えてきました。男性料理
教室は、「家で簡単に作れるもの」をテーマに実施されます。
興味がある人は、保健センターにお問い合わせください。

５／ 25
～料理はオレたちに任せなさい～

大型連休まっただ中にもかかわらず、35人の親子が参加。
食進会の皆さんの教えを受けながら、子どもの日にちなん
でちまきとかしわ餅を作りました。「端午」の由来やちまき
の伝説を学んで、いざ調理開始。笹の葉といぐさで巻いた
ちまきと、かしわ餅をせいろで蒸し上げます。ついお店で
買ってしまうちまきですが、材料さえそろえば意外と簡単に
家庭で作れてしまうんですね。

端午の節句ラボ４／30

小学校から小学校へ、ひまわりの種をつなぐ「人権の花運
動」。今年は、底井野小学校の３年生 27人がバトンを受け
取りました。人権擁護委員を務める中垣美子さんの「この
種と同じように、友達や家族を思いやる気持ちを大切にし
てください」という言葉を聞き、丁寧に種を植えました。種は、
子どもたちと一緒に梅雨を乗り切り、暑い夏に大輪の花を
咲かせます。

人権のたね贈呈式４／21
～花も人も心を込めて接しよう～

～いぐさの香り漂う懐かしのちまき～
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有
料
広
告
欄

わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、メールで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メッセ

ージ（50 ～ 70 字）
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

３月 累計
件 数 19 件 79 件
死 者   0 人   0 人
負傷者 28 人 107 人

4 月 累計
建 物 0 件 2 件
林 野 0 件 0 件
車 両 0 件 0 件
その他 0 件 0 件
件 数 0 件 2 件

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■ 公 共 施 設 問 合 先 ■

■ 火 災 発 生 件 数 ■

■ 交 通 事 故 発 生 件 数 ■

■ 人 の 動 き ■
平成 28 年４月末現在（前月比）

○人 口…43,095 人（－ 44）
○ 男 …20,071 人（－ 11）
○ 女 …23,024 人（－ 33）
○世帯数…20,477 世帯（＋ 5）

平成 28 年３月末現在

元気いっぱいで笑顔がステキな
奏斗☆パパもママも、いつもたく
さんのパワーをもらってるよ！

H27.6.13 生　（長津一丁目）
今
いまなが

永 奏
か な と

斗ちゃん

ねぇねとにぃにと沙飛を愛しとぉ
よ☆☆

H27.5.14 生　（桜台一丁目）
星
ほ し の

野 沙
い さ と

飛ちゃん

ニコニコ笑顔が可愛い幸汰くん。
元気いっぱい幸せいっぱいすくす
く育ってね。

H27.10.10 生　（中尾一丁目）
元
もとじま

嶋 幸
こ う た

汰ちゃん

いつも元気いっぱいな舞莉衣ちゃ
ん！これからもあなたの笑顔でみ
んなを幸せにしてあげてね！
we ♡ marii

H26.9.20 生　（岩瀬四丁目）
中
なかざと

里 舞
ま り い

莉衣ちゃん

行
政
相
談
強
調
週
間

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
手
続

き
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付

け
、
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係

行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を
行
う

行
政
相
談
委
員
。
中
間
市
で
も
国

の
委
嘱
を
受
け
た
政
相
談
員
が
、

月
２
回
、
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
で
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
22
日
～
24
日
の
行
政
相
談

強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
も
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
日

時　
６
月
22
日
水
～
24

日
金
・
10
時
～
14
時

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　
企
画
政
策
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
１

ふ
く
お
か
生
き
も
の
見
つ
け
隊
の

隊
員
を
募
集
し
ま
す

　

ふ
く
お
か
生
き
も
の
見
つ
け
隊

は
、
隊
員
の
皆
さ
ん
が
生
き
も
の

を
探
し
、
観
察
し
て
、
生
き
も
の

の
情
報
を
報
告
し
合
う
県
民
参
加

型
の
調
査
で
す
。
身
近
な
自
然
に

住
む
生
き
も
の
を
観
察
し
て
、
情

報
を
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
申
込
方
法　
氏
名
、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
こ
の
調
査

を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
記
入
し

て
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

※
申
し
込
み
後
「
調
査
用
生
き
も

の
ガ
イ
ド
」
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

●
問
合
先　
福
岡
県
自
然
環
境
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
６
８

○
メ
ー
ル
…

　

shizen@pref.fukuoka.lg.jp

月
形
潔
胸
像
の
除
幕
式
を

行
い
ま
す

　

昨
年
３
月
か
ら
寄
付
を
募
っ
て

い
た
「
月
形
潔
胸
像
建
設
計
画
」。

そ
の
寄
付
が
目
標
額
に
達
し
、
胸

像
の
建
設
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
北
海
道
月
形
町
か
ら
櫻
庭

誠
二
町
長
ら
を
招
い
て
、
除
幕
式

を
開
催
し
ま
す
。
や
っ
ち
ゃ
れ
太
鼓

の
披
露
や
刑
務
所
作
業
製
品
の
紹

介
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
中
底
井
野

産
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
振
る
舞
わ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
６
月
26
日
日
・
10
時
～

●
場

所　
中
底
井
野
公
民
館

（
中
底
井
野
482
‐
１
）

●
問
合
先　
記
念
碑
建
設
委
員

会　
田
中

　
☎（
２
４
５
）３
４
２
８

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

　

試
合
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
７
月
24
日
日
・
９

時
～

※
予
備
日
は
７
月
31
日
日
で
す
。

●
場

所　
ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場

●
種

目　
一
般
、
120
歳
以
上

（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
）

●
参
加
資
格

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

ま
た
は
中
間
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員

○
北
九
州
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

男
子
、
女
子
Ａ
級
に
出
場
経
験

者
と
組
む
人
の
合
計
年
齢
が
80

歳
以
上
で
あ
る
こ
と（
北
九
州

ラ
ン
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
20
点
以

上
の
人
を
Ａ
級
と
す
る
）

●
申
込
・
提
出
方
法　
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
ジ
ョ
イ

パ
ル
な
か
ま
庭
球
場
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

●
参
加
料　
１
組
２
、０
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　
６
月
27
日
月
・
17
時

●
問
合
先　
中
間
市
テ
ニ
ス
協

会　
高
橋
携
帯

　
☎
０
８
０（
４
６
９
９
）３
１
３
１

「
川
崎
病
」
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か

　

重
い
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
あ

る
と
言
わ
れ
、
そ
の
原
因
も
い
ま

だ
不
明
な
川
崎
病
。
北
九
州
市
立

八
幡
病
院
の
小
児
科
部
長
を
務
め

る
冨
田
芳
江
さ
ん
を
迎
え
、
講
演

会
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
６
月
25
日
土
・
13

時
30
分
～
16
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
入
場
料　
無
料

●
問
合
先　
梅
野

　
☎
０
９
２（
５
５
８
）８
１
１
８

阪
九
フ
ェ
リ
ー
で
知
る

北
九
州
の
港

　
「
紺こ

ん
ぺ
き碧
の
海
で
感
じ
る
海
運
の
現

在
と
過
去
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
。

海
運
、
陸
運
の
要
所
で
、
交
易
に

よ
り
繁
栄
し
た
門
司
の
歴
史
や
文

化
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
７
月
23
日
土
・
10

時
～
15
時
30
分

●
集
合
・
解
散
場
所　
Ｊ
Ｒ
門
司

駅
の
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー

●
対
象
者　
18
歳
以
上

●
参
加
料　
１
、０
０
０
円

　
（
保
険
代
、
食
事
代
）

●
申
込
方
法　
は
が
き
に
希
望
催

し
名
、氏
名
、郵
便
番
号
、住
所
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

●
定

員　
15
人

●
申
込
締
切　
７
月
５
日
火

●
問
合
先　
北
九
州
市
立
も
じ
少

年
自
然
の
家（
〒
801
‐
０
８
１
２　

門
司
区
大
字
喜
多
久
７
８
４
‐
１
）

　
☎（
３
４
１
）１
１
２
８

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp
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■
 発

行
　

福
岡

県
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▶市役所では早くもクールビズが始まりました。
衣替えの起源は、平安時代の宮中行事「更衣（こう
い）」にまで遡ると言われ、鎌倉時代には調度品ま
で取り換えられていたようです。いまだ寒い日や
暑い日が入りまじり、宮中行事のようにきっちり
とはいきませんが、季節季節に合った服装で取材
に臨みたいと思います。でも、炎天下での撮影は
ノーネクタイでも本当に辛いんだよなぁ…。（講）
▶4月に発生した熊本地震。中間市からも被災
地を支援するために、複数の職員が現地での支
援にあたっています。また、市内の小中学生や
法人などたくさんの人から「被災地のために」
と温かい義援金が寄せられています。そんな中、
私も6月3日～6日までの間、被災地を支援する
ために、益城町で避難所の運営に従事します。
これからも、被災地の復興に向けて、力を合わ
せ継続した支援を続けていきましょう。（翔）

編集後記

若者に新たに与えられた「１票」の権利。その
裏には、自分たちの将来をしっかりと自分たち
で考えるという義務があります。写真は、中間
高校に通う、佐々木晴香さん（17歳）。選挙に
ついての授業を受け、「自分が持つ１票の大切
さに気づきました」と話してくれました。

今月の表紙

　熊本では今も余震が続き、被災者
の皆さまの心労をお察しします。中間
市では、地震が起きた4月17日の深夜
０時に消防署から支援部隊が出発し、
その後、栄養士や固定資産の担当職
員などが現地で復興支援を行ってい
ます。皆さまからは、義援金や支援物
資の申し出をいただき、感謝申し上げ
ます。中間市でも災害対策の必要性
を改めて感じています。梅雨が始まる
前に家庭の災害対
策をもう一度見直
しておきましょう。

市長のあしあと

忘れないで、今月の納付・納税
●国民健康保険税（１期）
●市県民税（１期）
●介護保険料（３期）

日 曜 ７　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 金 ○読書ポイントキャンペーン（8/31まで）　市民図書館

2 土
○図書館員おはなし会　市民図書館　（11:00 〜）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 〜 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 〜 17:00）

3 日
4 月
5 火
6 水
7 木 ○健康づくりサポート教室栄養編（食事のカロリーとバランス）　保健センター　（受付9:30 〜 10:00）
8 金 ○食生活改善推進員養成講座　保健センター　（9:30 〜）

○ボランティア講座　市民図書館　（10:00 〜 11:00）
9 土

10 日
環境美化の日
夏の交通安全県民運動（19日まで）
○ふるさと中間の写真展（8/9まで）　市民図書館　（9:30 〜 19:00）

11 月 ○８月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）
12 火

13 水
○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 〜 15:00）
○ベビーマッサージ　子育て支援センター　（10:30 〜 11:30）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 〜 15:30）

14 木
○オカリナ教室（初級編　4/5回目）　中央公民館　（10:00 〜 12:00）
○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（7/12までに要予約）　人権センター　（10:00 〜 12:00）
○民生委員児童委員協議会　保健センター　（14:00 〜）

15 金
○赤ちゃん絵本研修会　市民図書館　（14:00 〜 15:30）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 〜 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 〜 17:00）

16 土 ○ほっとブックなかまおはなし会　市民図書館　（11:00 〜 12:00）
17 日 ○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 〜 12:00）
18 月
19 火
20 水 ○自治会長会　中央公民館　（13:30 〜）
21 木

22 金 ○集団健診（24日を除く27日まで、予約者のみ）　保健センター　（8:30 〜）
○お楽しみお話し会　子育て支援センター　（11:00 〜 11:50）

23 土 ○ナカマラボ「竹虫籠ラボ」　中央公民館　（10:00 〜 12:00）
○ハーモニー☆シネマ「なつやすみの巨匠」　なかまハーモニーホール　（①10:00〜②14:00〜）

24 日 ○市税などの休日納付窓口の開設　収納課　（10:00 〜 15:00）
○第七回なかまアマチュア寄席　なかまハーモニーホール　（14:00開演）

25 月
26 火
27 水 ○盆踊り講習会（28日まで）　体育文化センター　（19:00 〜 21:00）

28 木
○オカリナ教室（初級編　5/5回目）　中央公民館　（10:00 〜 12:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 〜 17:00）
○市税などの夜間納付窓口の開設（29日まで）　収納課　（17:15 〜 19:00）

29 金 ○食生活改善推進員養成講座　保健センター　（9:30 〜）
○第４回中間市人権フェスティバル　なかまハーモニーホール　（14:00 〜 20:00）

30 土
31 日
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。


